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野球の投球速度・バットスイング速度に影響をもたらす体力因子
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The Contribution of Physical Fitneess to Pitch Speed and Bat Speed in Baseball

Ⅰ．はじめに

野球型スポーツの特徴は攻撃と守備が明確に分

かれていることである。投球なくして守備は成立

せず、バットを振らずして攻撃は成立し得ない。

よって、投球速度を高めることとスイング速度を

高めることは、野球の競技力を向上させる上で最

も重要なテーマの1つである。

今まで、投球動作や打撃動作のbiomechanical

な解析7）9）12）やphysiologicalな研究3）6）15）が数多く

なされてきた。その中で、投球速度やスイング速

度を決定する要因として、ポールやバットにより

大きな運動量を持たせるための筋力や筋収縮速度

という「体力資源」、および投動作や打撃動作の

「合理性」があげられている。

実際の指導現場でも、野球の競技力と体力との

関係については十分に認識されており、シーズン

を問わず体力トレーニングに取り組んでいるチー

ムも多い。また、投動作や打撃動作の合理性を高

めるために、様々な技術練習が考案され実践され

ている。

しかし、投球速度やスイング速度の向上に焦点

を当てたトレーニング、技術練習については十分

に検討されておらず、「野球選手には走り込みが
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重要」、「下肢や体幹の筋力が大切」、「投手にベン

チプレスは不要」といった経験的な指導のもとに

トレーニングが行われている。

本研究は野球の競技力を高める体力資源につい

て、トレーニングの現場で測定可能な最大筋力5

項目、筋パワー8項目、その他3項目について、

投球速度とスイング速度に関連の高い体力因子、

身体部位を明らかにすることで、野球型スポーツ

を指導する際のトレーニング指標を得ることを目

的とした。
投球速度の測定には、ドップラーレーダ一式超

音波照射型スピードガンを用い、ノーステップス

ロー（投手型）とステップスロー（野手塑）時の

球速を測定した。スイング速度は、8台の赤外線

カメラを配置した3次元動作解析装置を用いて、

ティースタンド上のスポンジボールを実打する際

のバット先端部の移動距離から算出した。

Ⅱ・方法

1．被験者

Ⅰ大学硬式野球部に所属する投手5名、野手

9名を被験者とした。投球速度の測定は投手と野

手14名を対象とし、スイング速度の測定は野手9
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表1被験者の身体的特性

subjectGradeAgeHeightWeight％FatCareerp。SitionThr。W

（y）（cm）（kg）（％）（y）
A

B

C

D

E

F

G

H

Ⅰ

J

K

L

M

N

321180．169．713－312

321178・668．912．012

220170．973－411．78

220170・162．28－012

220181・474．311．710

220174．367・28．611

119172．966・69．210

119164・462・010．110

119174．867．810．310

119189・480．014．910

119176・569・613．010

119168・664．910．013

120180・573．211．310

119178・670．410．29

P

肝

併

1

F

肝

肝

P

O

F

『

P

P

1

F

P

C

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

L

R

L

R

R

R

R

L

L

AVG1．619．6175一7969．3011．0210，5

SDO・80・76．344・881．911．3

名を対象とした。

2・投球速度の測定

DECATURELECTRONICS・社製、ドップラー

レーダ一式スピードガンMODELPSKーDSPを用

いて、以下の2つの投球動作について投球速度を

計測した。

A：ノーステップスロー（N－Throw）

投手の投球動作を想定し、軸足の位置を規定し

て、20m先、高さ1，5mの標的に向かって投球し

た。ワインドアップ、ノーワインドアップ、セッ

トポジション等の投球動作の制限は設けなかった。

B：ステップスロー（S－Throw）

4mの助走距離を設け、ステップ動作を用い

て、20m先、高さ1．5mの標的に向かって投球し

た。ステップ数の制限は設けなかった。

投球は各試技とも10球とし、上位5試行の平均

値を各被験者の値としたO

3・スイング速度の測定

VICONMOTIONSYSTEM社製3次元動作解析

装置（VICON612）を用い、8台のカメラによっ

てバット先端に取り付けた赤外線反射マーカーを

撮影したoカメラスピードは60的ecとした。撮

影した映像は動作解析ソフトVICONWorkstation

Ver・4・6、VICONBodyBuilderVer．3・6（VICON

MOTIONSYSTEMS社製）を用いて、バット先端

部の3次元座標をDLT法（DirectLinear

Transbmationmethod）1）によって算出し、スイ

ング速度（Swing－S）とした。

被験者は腸骨高に合わせたティースタンド（打

撃練習用ボールスタンド）上のスポンジボールを

実打する。バット（Mizuno社製85cm、890g）は

手から先端部までの長さを統一するためにグリッ

プエンド一杯に振らせた。

全20スイングのうち上位10試行の平均値を被験

者の値とした。

4・体力測定

（1）最大筋力

①スクワット（SqlRM）

②ベンチプレス（BplRM）

③デッドリフト（DllRM）

※パワーリフティング競技の実施要領によっ

て測定した。

（り背筋力（BackS）

背部の等尺性筋力の測定項目として、ス

ポーツテストの実施要領によって測定した。
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⑤握力（GripS）

前腕部の等尺性筋力の測定項目として、新

体カテストの実施要領によって測定した。

（2）筋パワー

①スクワット．パワー（SqPw）

10陀pSのスクワットを最大速度で行わせ、

挙上に要した時間を計測した。重量は各被験

者とも60kgとして、体重による補正は行わな

かった。2回実施して良い方の記録を採用し

た。

②ベンチプレス・パワー（BpPw）

10repsのベンチプレスを最大速度で行わせ、

挙上に要した時間を計測した。重量は各被験

者とも40kgとして、体重による補正は行わ

なかった。2回実施して良い方の記録を採用

した。

③デッドリフト・パワー（DIPw）

10repsのデットリフトを最大速度で行わせ、

挙上に要した時間を計測した。重量は各被験

者とも60kgとして、体重による補正は行わ

なかった。2回実施して良い方の記録を採用

した。

④体幹回旋パワー（TRPw）

肩幅にスタンスをとり20kgの公認バーを

肩に担いで体幹を左右に回旋させる運動を体

幹回旋パワーとした。

測定は、被験者の担いだバーと同じ高さの

的を正面に設置し、バーの右先端が的に触れ

た状態から動作を開始し、バー先端が3往復

するのに要した時間を計測した。2回実施し

て良い方の記録を採用した。

⑤ツーアームオーバーヘッドスロー（MHPw）

3kgのメディシンボールを頭上に保持し、

上体を反らした後、その反動を利用してボー

ルを前方に投げる。2回実施して良い方の記

録を採用した。

⑥フォワードスルーザレッグ（MLPw）

3kgのメディシンボールを頭上に保持し、

ボールを股間に向かって大きく振り下ろし、
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その反動を利用して勢いよく前方に投げる。

2回実施して良い方の記録を採用した。

⑦サイドトウーサイドパス（MSPw）

3kgのメディシンボールを両手で保持し、

身体をひねってボールを後方に持っていき、

その反動を利用して勢いよく側方に投げる。

左右とも2回実施して各々良い方の記録を採

用した。

⑧立ち幅跳び（SLJump）

脚伸筋群のパワーの測定項目として、新体

カテストの実施要領によって測定した。

（3）その他の体力

①反復横跳び（SStep）

敏捷性の測定項目として、新体カテストの

実施要領によって測定した。

②20mシャトルラン（20mSR）

全身持久性の測定項目として、新体カテス

トの実施要領によって測定した。

③30m走（30m）

スタートはスタンディングスタートとし、

2回実施して良い方の記録を採用した。

5・統計処理

相関係数の算出にはピアソンの方法を用い、決

定係数（寄与率）の算出には回帰分析を用いた。

さらに、体力測定の測定値を独立変数、投球速度・

スイング速度を従属変数として重回帰分析を行い、

重相関係数と重決定係数を算出した。統計処理の

有意性は、いずれも危険率5％未満とした。

Ⅲ．結果

1．投球速度とスイング速度

各被験者の投球速度とスイング速度を表2に示

した。ノーステップ投球（N－¶加ow）の全体平均

は120．13±6・77km／h、ステップ投球（S－Throw）

の全体平均は128・34±7．77km／h、スイング速度

の全体平均は32．76±1・75m／secであった。
スイング速度については、平素バットを振る機
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表2被験者の投球速度とスイング速度

S軸 t 霊 霊 豊 sw ing－S

（m ／sec）

A 122．98±0．58 129．96±0．95

B 114．56±0．90 122・58±1．33

C 108・62±2．58 126・56±1．66

D 129・74±1－60 137・04±1．47

E 128．66±0．8 1 139・62±1．75

F 120．24±1．3 1 130・86±1．29

G 111．86±1－97 116．68±0．83

H 117－80±1．43 124．30±1－74

Ⅰ 110，36±1．96 115．08±1．91

J 124・06±0，91 129．16±1．88

K 118・72±0．65 123．56±0－75

L 122－48±1．04 128・16±1・35

M 126－68±1・56 141．54±0．62

N 125－00±1．15 131．60±1．39

30．72±0．59

32．81±0．47

32．29±0－28

34・99±0．28

34・73±0．12

31・40±0．45

31．86±0．34

35．06±0．17

30－95：±0．47

A V G 120．13 128・34

SD 6－77 7．77

32．76

1．75

会の少ない投手を除外している。

2・各被験者の体力

各被験者の体力測定の結果を表3に示した。最

大筋力の項目であるスクワット（SqlRM）の全

体平均は124・6±10．3kg、ベンチプレス（BpIRM）

81・3±9．1kg、デッドリフト（DllRM）159．2±

14・4kg、背筋力（BackS）183・5±21・2kg、撞力

右（GripS（R））52・26±5・16kg、握力左（GripS

（L））51・69±4・47kgであった。、バーベルを用

いた筋パワーの測定項目であるスクワットパワー

（SqPw）の全体平均は10・98±1．04秒、ベンチプ

表3被験者の体力

suuectSqlRMBpIRMDllRMBackSGripS（R）GripS（L）SqPwBpPw
（厄）（kg）（kg）（kg）

DIPwTRPwMHPwMLPwMSPw（R）MSPw（L）SLJunpSStep20mSR30m

（kg）（kg）（sec）（sec）（sec） （sec）（m）（m）（m）（m）（cm）（times）（times）（sec）

A12070160

B13085170

C13085170

D14072．5150

E14075170

F12092．5180

G12580140

H11075

11。065150

J12080180

K12585140

L130100140

M12582．5170

N13090150

22352．543．211．1

19851・749・69．8

18053・855．211．0

16548．648．911．2

21741・951．710－6

17159．756．911．0

18061．757，410，3

20352・647．410．6

16347．249．112．3

19759．958．813．5

14750．446．111．1

18451．852．59．0

18148．151．111．9

16051－755．710．4

10．710－56．68．079．6510．8811．85

7．910．26．58．9711．5711．3412・35

7・710．86．910．5114－1813．0012．31

8．410．16．810・0215．2314．4013．33

8．09・86．68．5915．1513．2612．51

7．610・26．99．0012．8714．8614．48

7．412．17．19．0510・7。13．0313．91

9・oー8．0

10．111・87．9

7．99．66．4

8．812・08．4

7・39．37．7

8．510．97．3

7．310．97・3

8－0510．5611．459．80

7，2010．969・959．04

10．5514．0213．0912・49

6．6410．4512．0411．65

7．029．3410．4710．80

9．5510．9712．848．32

7．3410．8710・4410・76

243621404．3

274751274．4

264641164．4

255711164．1

235581114．3

2666912。4．4

264661114．4

245651254．5

239591214・7

286641294・3

226581114．7

240671214．4

272641234．4

249641334．6
AVG124・681．3159．2183．552・2651．6910．988．3210．61

SDlo．39．114．421．25・164．47

7．178．6111・8912．2211．69254．164．7121．74．42

1．040．980，860．601・231．931．461．7116．74．78．30，16
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レスパワー（BpPw）8．32±0・98秒、デットリフ

トパワー（DlPw）10・61±0・86秒、体幹回旋パワー

（TRPw）7・71±0・60秒であった。メディシンボー

ルを用いた筋パワーの測定項目であるツーアーム

オーバーヘッドスロー（MHPw）の全体平均は8，61

±1，23m、フォワードスルーザレッグ（MLPw）

11・89±1．93m、サイドトウーサイドパス右（MSPw

（R））12．22±1・46m、サイドトウーサイドバス

左（MSPw（L））11・69±1・71mであった。新体

カテストから採用した下肢パワーの項目である立

ち幅跳び（SLJump）は254・1±16，7cmであった。

敏捷性の項目である反復横跳び（SStep）の全体

平均は64・7±4・7回、全身持久性の項目である20

mシャドレラン（20mSR）は121・7±8・3回であっ

た。30m走（30m）は4・42±0．16秒であった。

被験者Hは腰痛のためDllRM、DIPwを実施

していない。

3．投球速度と最大筋力との相関

ノーステップ投球（N－Throw）の投球速度とSq

lRMとの相関係数は0，499、BplRMとの相関係

数は0・044、DllRMとの相関係数は0・129、BackS

との相関係数は0．174、GripS（R）との相関係数は

－0．349、GripS（L）との相関係数は－0．092であり、

N－Tkowの投球速度と最大筋力の項目には有意な

相関は認められなかった。

表4投球速度と最大筋力との相関係数

FitnessTestN－ThrowS－Throw

＼＼

SqlRM

BpIRM

Dl1RM

Backs

GripS（R）

GripS（L）

0．4990・600＊

0－0440．119

0・1290．407

0．1740．217

－0．349－0・397

－0．0920．008
n＝14，＊：Pく0．05

ステップ投球（S．Throw）の投球速度とSqlRM

との相関係数は0・600、BplRMとの相関係数は

0・119、DllRMとの相関係数は0・407BackS、BackS

との相関係数は0・217、GripS（R）との相関係数は

一0．397、GripS（L）との相関係数は0．008であり、
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S－Throwの投球速度とSqlRMにおいて有意な相

関（p＜0．05）が認められた。

4・投球速度と筋パワーとの相関

N－ThrOwの投球速度とSqPwとの相関係数は、

0．076、BpPwとの相関係数は－0・070、DIPwとの

相関係数は－0・550、TRPwとの相関係数は－0．254、

MHPwとの相関係数は0，054、MLPwとの相関係

数は0・252、MSPw（R）との相関係数は0・259、

MSPw（L）との相関係数－0・005であり、N－Throw

の投球速度と筋パワーの項目には有意な相関は認

められなかった。S－Throwの投球速度とSqPwとの相関係数は、

0．079、BpPwとの相関係数は－0・162、DIPwとの

相関係数は－0・560、TRPwとの相関係数は－0・374、

MHPwとの相関係数は0．325、MLPwとの相関係

数は0・433、MSPw（R）との相関係数は0．438、

MSPw（L）との相関係数－0・021であり、N－Throw

の投球速度とDIPwにおいて有意な相関（p＜0・05）

が認められた。
表5投球速度と筋パワーとの相関係数

FitnessTestN。StepThr。WStepThr。W

0．0760．079

－0－070－0．162

－0．550－0．560＊

－0・254－0．374

0・0540．325

0－2520・433

0．259。．438

－0．005－0．021

－0．0650．101∩＝14，＊：Pく0．05

5．投球速度とその他の体力との相関係数

N－Throwの投球速度とSStepとの相関係数は

ー0・011、20mSRとの相関係数は0．178、30mと

の相関係数は－0・535であり、N－ThrOWの投球速

度と30mにおいて有意な相関（p＜0・05）が認め

られた。

S－Throwの投球速度とSStepとの相関係数は

0，013、20mSRとの相関係数は0・076、30mとの

相関係数は－0・629であり、S－Throwの投球速度
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と30mにおいて有意な相関（p＜0・05）が認めら

れた。

表6投球速度とその他の体力との相関係数

FitnessTestNoStepThr。WStepThrow

SideStep－0・0110．013

20mShuttleRunO．1780．076

30mRun－0．535＊－0．629＊

n＝14，＊：Pく0．05

6．スイング速度と最大筋力との相関

スイング速度とSqlRMとの相関係数は0．268、

BpIRMとの相関係数は0．344、DllRMとの相関

係数は0・140、BackSとの相関係数は0．215、GripS

（R）との相関係数は0・215、GripS（L）との相関係

数は－0・092であった。

握力と打方のlateralityを考慮するために、バッ

トを握った際の上側手をGripS（TH）、下側手を

GripS（BH）として再計算すると、GripS（TH）とス

イング速度の相関係数は－0．110、GripS（BH）と

の相関係数は0・516となった。

スイング速度と最大筋力の項目には有意な相関

は認められなかった。

表7スイング速度と最大筋力との相関係数

FitnessTestSwing－S

SquatlRM

BenchPressIRM

DeadLiftlRM

BackStrength

GripStrength（R）

GripStrength（L）

GripStrength（TH）

GripStrength（BH）

0．268

0・344

0・140

0．215

0．215

－0．092

－0．110

0．516
n＝9，＊：Pくo・05

7・スイング速度と筋パワーとの相関

スイング速度とSqPwとの相関係数は、－0・181、

BpPwとの相関係数は－0．350、DIPwとの相関係

数は－0・586、TRPwとの相関係数は－0・093、

MfIPwとの相関係数は－0・001、MLPwとの相関

係数は0．235、MSPw（R）との相関係数は0・418、

MSPw（L）との相関係数0．390であった。サイド

トウーサイドパスと打方のIateralityを考慮する

ために、フォワードスイング側をMSPw（Bat）、

その道をMSPw（Rev）として再計算すると、MSPw

（Bat）とスイング速度との相関係数は0・438、

MSPw（Rev）との相関係数は0・362となった。

スイング速度と筋パワーの項目には有意な相関

は認められなかった。

表8スイング速度と筋パワーとの相関係数

FitnessT。ラstSwing－S

SquatP。Wer

BenchPressP。Wer

DeadLiftPower

TrunkRotationPower

－o・181

－0・350

－0．586

－0・093Tw。ArmoberHeadThrow－0，001

F。rWardThr。WtheLeg

Sidet。SidePass（R）

SidetoSidePass（L）

SidetoSidePass（Bat）

Sidet。SidePass（Rev）

StandingLongJunm

o・235

0．418

0・390

0．438

0・362

－0．318

n＝9－＊：Pく0．05

8・スイング速度とその他の体力との相関係数

スイング速度とSStepとの相関係数は－0・274、

20mSRとの相関係数は－0・669、30mとの相関係

数は－0・401であり、スイング速度と20mSRにお

いて有意な負の相関（p＜0・05）が認められた。

表9スイング速度とその他の体力との相関係数

FitnessTestSwing－S

SideStep

20mShuttleRun

30mRun

－0．274

－0．669＊

－o・401
n＝9，＊：Pく0－05

Ⅳ．考察

1・投球速度と体力について

（1）投球速度と最大筋力

スクワット1RMとN－Thuwとの相関係数は0．499
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（NS）、S一Throwとの相関係数は0．600（p＜0．05）

であり、いずれも他の項目より高値を示した。こ

のことは投球動作においては脚部の貢献度が高い

とする先行研究9）10）と合致する。

形態的特徴として、大腿部と腎部が良く発達し

ていることが好投手の条件といわれる。この部位

を効果的に鍛えるトレーニングとして取り組まれ

ることが多いのがスクワットであることは興味深

い。

ハンドボールの遠投能力と最大筋力の関連を調

べた研究13）では、握力、背筋力、サイドレイズ

の最大筋力と投距離の間に有意な相関がみられた

と報告しているが、本研究ではスクワット1RM

以外に有意な相関は認められなかった。
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図1N・Thr。Wの投球速度とスクワット1RMの相関
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図2S－Throwの投球速度とスクワット1RMの相関

（2）投球速度と筋パワーとの相関

スクワット・パワーとN－Throwとの相関係数

は0・076、S．Throwとの相関係数は0．079であり、

最大筋力では相関が高かったスクワットも筋パ

ワーとしては相関がみられなかった。投動作の運

動形態と実際に投球するボールの質量を考えた場

合、最大筋力よりも筋パワーにパフォーマンスと

の相関が高いことが予測されていたが、今回はこ
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れを裏切る結果となった。

本研究では挙上するバーベルの質量を一律60kg

としたが、今回の被験者には若干重すぎた感もあ

る。また、スクワットは下肢長によって動作範囲

に差が出やすく、腰を落とす位置の規定も難しい。

このことが、動作に要した時間をパワーとした今

回の結果に影響している可能性がある。

デッド）フトパワーとN－Throwとの相関係数

は－0・550（NS）、S－Throwとの相関係数は－0．560

（p＜0．05）であり、いずれも他の筋パワーの項

目より高値を示した。このことは腰背部の伸展パ

ワーが投球動作に重要な働きをしていることを示

唆するものである。
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図4S－Thr。Wの投球速度とDlPwの相関

トレーニングの現場で、腰背部のパワートレー

ニングとしてハイクリーンやスナッチなどのク

イックリフトを導入する場合が多いOしかし、そ

の動作の習熟には時間を要し、特に腰から上方に

バーが挙上されるセカンドプルの局面での動作が

難しく、正しく行われないと腰背部の故障の原因

ともなる。デッドリフトをスピーディーに行うこ

とで体幹部のパワートレーニングとなるのであれ

ば、高校生などクイッグリフトの習熟に時間を割
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けない対象者には好都合であるo

投動作を考えた場合、体幹部の屈曲伸展パワー

はもとより、回旋パワー（TRPw．MSPw）も大

きく球速に貢献するものと予想していたが、本実

験ではそのような結果にならなかった。今回使用

したバーベルやメディシンボールの質量、動作回

数等を再検討して追試する必要がある。

（3）投球速度とその他の体力との相関

30m走とN－Throwとの相関係数は－0．535

（p＜0．05）、S－Throwとの相関係数は－0．629

（p＜0・05）であり、いずれも有意な相関であっ

た。「脚（走力）のある選手は肩（投能力）もよ

い」と経験的に語られることがあるが、本実験の

結果もそれを肯定する結果となった。
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図5N－Throwの投球速度と30m走の相関
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図6S・ThrOWの投球速度と30m走の相関

今回30m走とスクワット1RMにも有意な相関

（rニー0．630，p＝0・05）が認められており、投球

スピードとスクワット1RMとの関連からも、投

球スピーは下肢の筋力に大きく影響されると推察

される。また、野球はパワー型の競技であるとし

て、ランニングに重点を置く日本的なトレーニン

グは時代遅れとする考えもある。しかし、投能力

をみた場合にはランニングを下肢の重要なトレー

ニングとして見直す必要があるかもしれない。

敏捷性の項目である反復横跳び、全身持久性の

項目である20mシャトルランともに予測どおり投

球速度との相関は認められなかった。

2・スイング速度と体力について

（1）スイング速度と最大筋力

握力（BH）とSwing－Sとの相関係数は0・516で

あり、NSながら最大筋力の中では高値を示した。

前田ら2）は引き手でバットをリードしていること

がパフォーマンスの優劣を決定づけるとし、引き

手前腕部の専門的筋力と調整力の強化が重要であ

るとしていが、今回の結果もこれを裏付けた。
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図7Swing－Sと握力の相関

投動作と同様に打撃動作においても、下肢と体

幹部の最大筋力が高いことはパフォーマンスに重

要である4）5）8）11）と考えられるが、本実験ではい

ずれの項目にも相関はみられなかった。投球速度

の測定に参加した被験者14名から、打撃動作に不

慣れな投手5名を削除した被験者9名で測定した

ため、有意性を導くには至らなかったかもしれな

い。

（2）スイング速度と筋パワーとの相関

デッド）フト．パワーとSwingーSとの相関係数

は－0・586であり、筋パワーの項目ではNSなが

ら最も高値を示した。Sw軸－S向上のためのト

レーニングを考える場合、体幹部の屈曲伸展運動

の動作スピードにも配慮する必要があろう。

今回の体幹回旋パワーの測定法は、実際の打撃

動作の動きを模して設定されている。そのため

Swing－Sとの間に高い相関がみられると予測して
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いたが、そのような結果とはならなかった。
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図8Swing－SとDIPwの相関

田内らは14）体幹捻転角速度がバットスピード

に対して重要であるとしている。本実験での

TRPw測定時の回旋速度は、バットスイング時の

速度と比較すると明らかに遅く、このことが

Swing－Sとの相関を下げている原因かもしれない。

バーベル重量や動作域等の検討が求められる。ま

た、体幹部のトレーニングとしてトランク・ツイ

スト等の回旋運動を実施する場合には、動作ス

ピード（体幹の角速度）にも留意する必要があり

そうである。

メディシンボール投げによる筋パワーの測定で

は、サイトトウーサイドバス（打撃側）でNSな

がら0・438と比較的高い相関となった。このこと

は、体幹屈曲パワーのツーアームオーバーヘッド

スローや、体幹伸展パワーのフォワードスルーザ

レッグと比較して、動作が打撃と近いこと、また、

体幹回旋パワーのTRPwと比して動作速度が打

撃と近いことが影響してると考えられる。

（3）スイング速度とその他の体力

全身持久性の項目である20mシャトルランと

Swing，Sとの間に有意な負の相関が認められた

（rニー0・669，p＜0・05）。全身持久性とスイング

速度に相関があることは想定外であったが、有酸

素性作業能に優れた筋組成TypeIを多く持つも

のは、バッティングのような無酸素運動時に優位

なTypeIIb、TypeIIaの割合が少ないことが影

響していると推察される。長距離走など持久的な

トレーニングによってTypeIIaがTypeIより

になることはスイング速度にマイナスに作用する

かもしれない。
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図9Swing．Sと20mSRの相関

30m走との間にもNSながら比較的高い相関

（rニー0・401）が認められた。このことは、20m

シャトルランと同様に筋組成の影響も考えられる

が、30m走とスクワット1RMとの相関（r＝－0・630，

p＝0．05）からも、スイング速度が下肢の筋力に

大きく影響されることを示唆している。打撃にお

いてもランニングを下肢の重要なトレーニングと

して位置づける必要があるかもしれない。

V．まとめ

野球の競技力を高める上で、投球速度やスイン

グ速度を向上させることは、最も重要なテーマの

1つである。これらを決定する要因として、ボー

ルやバットにより大きな運動量を持たせるための

体力資源、および動作の合理性があげられる。し

かし、球速やスイングスピードに焦点を当てたト

レーニングについては十分に検討されていない。
本研究は、トレーニングの現場で測定すること

が可能な、最大筋力5項目、筋パワー8項目、そ

の他3項目について、投球速度とスイング速度に

関連の高い体力因子、身体部位を明らかにするこ

とによって、PerformanCe改善のためのトレーニ

ング指標を得ることを目的としてた。

1．投球速度と体力について

ノーステップ投球と30m走との間に有意な相関

（r＝－0・535，p＜0・05）が認められ、スクワッ

ト1RM（r＝0・499，NS）、デッドリフトパワー

（r＝一0・550，NS）にも比較的高い相関がみら
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れた。ステップ投球とスクワット1RM（r＝0・600，

p＜0・05）、デットリフト・パワー（r＝－0．560，

p＜0．05）、30m走（r＝－0・629，p＜0・05）との

間に有意な相関が認められた。
投球スピードには、大腿四頭筋・大腿二頭筋．

大骨筋など下肢の最大筋力、体幹部の伸展パワー、

30m走で評価される下肢筋群の能力が大きく関与

していると考えられる。

2．スイング速度と体力について

スイング速度と20mシャドレランとの間に有意

な負の相関（r＝0・669，p＜0・05）が認められた。

この結果は想定外のものであったが、筋線維組成

や筋量が関わっているものと推察される。

また、引き手の握力（r＝0・516，NS）、デット

リフトパワー（r＝－0．586，NS）メディシンボー

ル投げによる体幹回旋パワー（r＝0・438，NS）、

30m走（r＝－0．401，NS）にも比較的高い相関

が認められた。

スイング速度には、体幹部の伸展パワー、回旋

パワー、ボトムハンドの握力が大きく関与してい

ると考えられる。
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